
東福保育園 0歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 ８月 ２日（金）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

感触遊び（葉っぱを使ったあそび）

子どもの言葉・姿 写真

・公園の原っぱで探索遊び中に芝生の草に

興味を示す姿があったので、様々な葉っぱ

に触れさせてみたい。

・白いトレイに様々な葉っぱを乗せて置いてみると、自ら

手を伸ばそうとする。

・葉をつついたり、なでたりする。

・つまんでみたり丸めたりする。

・たくさんの葉の中から気に入った葉っぱを取る。

・赤い葉（しその葉）を見つけ手に取って、鼻に近づけ

る。

・「匂いがするね」と話しかけると、手についた匂いを嗅

ぐ仕草を一緒にする。

・「うー」、「あっぱ」と言う。

（数日後、みずあそび）

・水遊び中、たらいの水の中に葉っぱを入れると、浮いて

いる葉に手を伸ばす。

・手についた葉をパッパッと払う。

・葉を取って握る。

・バケツで水と葉をすくってジャーとする。

（数日後、ウォーターマットあそび）

・葉っぱを入れたマットを床に置くと、マットの中の葉を

ぎゅっと押し、動いた葉を目でじっと追う。

・指で動く葉をなぞったりする。

・足踏みをして葉を踏もうとする。

・葉を手にして「はっぱ」と言う。

・さまざまな感触遊びに葉を取り入れてみ

たらどのような反応をしめすのか。

・身近な素材に興味を持ち、触れてみる。

・夏の遊びに葉を取り入れてみる。

・クローバー、花壇のハーブ、赤しそなど

を用意する。

・手作りウォーターマットを用意する。

・少人数であそび、友だちや保育者と一緒

に感触を味わう。

身近な自然の葉に注目してあそびに取り入

れてみたが、初めて見る形や匂いのする葉

には特に興味を持ち自ら触ろうとする姿が

見られた。遊びを継続していくうちに葉の

大小や色にも気づいたり「はっぱ」と言え

るようになったりと子どもの気づきや成長

を感じることができた。

秋には紅葉した葉や落ち葉などにも触れて

あそびに取り入れてみたいと思う。


